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質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

◉まちづくり振興基金

　　　浜本武代

　積み立ては計画通りに推移しているか、現状は。
　　　利子0.3%で見込んでいたが、定期預金のほか国債でも

運用し、積み立て額を高めている。

問

答

◉町　税

　　　青亀恵一

　前年度に比べて調定額が減ってい
るのに、収入未済額が増えている理
由は。
　　　電話連絡がない、納税相談に

来ていただけないなど納税意
識の薄らぎもある。広域連合の徴収
強化に取り組んでいる。

問

答

◉除雪機購入

　　　井上信一郎

　除雪機の使用状況は。自治会
への貸し出し周知を徹底すべき。
　　　大栄庁舎１回、北条中学

校２回の使用実績。自治
会の使用要望はなかった。

問

答

◉防犯街路灯電気料金補助

　　　井上信一郎

　電気代の補助率は。
　設置に対する補助は。
　　　すべて３分の１補助。ただし、自治会

間については全額町負担。LED防犯
灯設置補助あり。（３分の１）

問

答

◉緊急雇用創出

　　　飯田正征

　緊急雇用での公共施設美化事業の
内容は。職員でできることには活用
せず、他の雇用に回すべき。
　　　保育所の環境整備、簡易な修

繕等である。 国の示すメ
ニューに従い、シルバー人材セン
ターを活用して雇用創出した。
　　　（監査委員）事務量が増えて

いるので、委託部分がある程
度増えるのは仕方がない。

問

答

答

◉
部
落
解
放
同
盟
補
助
金

　
　
　

石
丸
美
嗣

今
年
度
の
会
計
担
当
者
が
不
適
切
な
処
理
が
あ
る
と
教
育
委
員
会
に
相
談
し
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

　
　
　

組
織
内
監
査
を
受
け
て
議
決
さ
れ
て
い
る
が
、
再
度
確
認
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
会
計
処
理
の
相

談
に
つ
い
て
は
、
組
織
内
で
協
議
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

　
　
　

高
校
生
の
全
国
集
会

に
他
町
の
高
校
生
を

１
名
派
遣
し
、
費
用
を
支
出

し
て
い
る
が
、
意
欲
が
あ
れ

ば
、
他
町
の
人
で
も
派
遣
費

を
出
す
の
か
。
町
費
の
不
正

運
用
に
あ
た
ら
な
い
か
。

　
　
　

基
本
的
に
は
、
町
内

者
の
活
動
を
支
援
す

る
も
の
。
他
の
団
体
の
活
動

に
も
他
町
の
人
が
参
加
し
て

い
る
。
つ
な
が
り
・
活
動
の

輪
を
広
げ
て
支
え
あ
う
気
持

ち
を
高
め
て
い
く
の
は
意
義

の
あ
る
こ
と
。

　

ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

で
は
あ
る
が
、
補
助
金
使
用

の
あ
り
方
を
、
今
後
厳
格
に

見
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

団
体
内
部
か
ら
こ
の

よ
う
な
問
題
が
出
て

く
る
こ
と
に
対
し
て
、
真
剣

に
受
け
止
め
る
べ
き
。
事
実

確
認
は
。

　
　
　

事
実
確
認
が
大
切
。

補
助
金
の
あ
り
方
も

検
討
す
る
。

問答

問答問答

◉シルバー人材センター

　　　石丸美嗣

　大栄のシルバー人材センターの運営
について、特定の人物に仕事を配分し
ていると聞くが、どうか。
　　　そのようなことは聞いていない

が、調査する。

問

答

◉担い手創出支援事業

　　　前田正雄

　購入したトラクター２台の管理・整
備などが乱雑ではないか。管理の委託
契約の内容は。また、修理代が使用料
で賄えなくなった場合の費用負担は。
　　　委託契約内容は、適切に使用管

理する旨を明記。個人による対
応の違いを確認し、JAの適正管理を
求めた。故障、部品交換等はJAが負担。

問

答

◉AED設置

　　　井上信一郎

　観光施設と体育施設に設
置したAEDの価格の違い
は。
　　　観光施設には、事務

所に簡易タイプ、体
育施設には壁掛けタイプを
設置した。
　　　観光施設での屋外設

置はできないか。

　　　いたずらが心配。

問

答

問

答

◉改善センター

　　　宮本幸美

　２つの改善センターの管理費の違いは。
　　　北条の場合は、電気料金が含ま

れているが、大栄の場合は、庁
舎管理費に含まれる。

問

答

◉消費者行政相談員設置

　　　前田栄治

　相談員設置の成果は。また、臨時職員の対応でいいのか。
　　　資格取得のため研修中。１か月に１～２件の相談を受

け、県の消費者相談を紹介する。中部に資格者はおら
ず、中部の広域で消費者相談のあり方を協議中である。

問

答

歳　入歳　入
（入ったお金）（入ったお金）

歳　出歳　出
（使ったお金）（使ったお金）

一
般
会
計  

部落解放文化祭
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質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

◉出席率は！？

　　　井上信一郎

　社会教育委員会に、全員出席の日がない
理由は。出席しやすい配慮を。
　　　平日午後に開催したため、１名が仕

事の関係ですべて欠席していた。今
後は、開催日時等を検討する。

問

答

◉北条テニスコート

　　　宮本幸美

　管理の現状は。内部の設備等を撤去して整備しては。
　　　22年度に使用用途を変更し、町の管理で多目的グ

ラウンドとして活用。国坂自治会としての管理は
難しい。隣接の広場と一体化して活用できるようにする。

問

答

◉幼保一元化の施設整備

　　　宮本幸美

　施設予定地に土を搬入しているのはなぜか。また、用
地内に農道があったはずだが。
　　　経費削減のために、県の公共事業の残土を隣地に

仮置きしている。農道は形状変更の許可を得ている。

問

答

平成21年度 合併処理浄化槽特別会計決算

　　　井上信一郎

　未接続４基の今後の見通しは。
　　　接続のお願いはしている。時期は見通せ

ない。

問

答

問
　

井
上
信
一
郎

　

是
正
改
善
を
要
す
る
事
項
に
「
特
に
指

摘
す
べ
き
事
項
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、 

将
来
的
に
懸
念
さ
れ
る
事
項
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
の
指
摘
か
。

　
　
　
（
監
査
委
員
）
審
査
の
過
程
で
３

点
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
①
土
地

開
発
公
社
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
簿
価
で

売
れ
る
見
込
み
が
薄
い
。
②
住
宅
新
築
資

金
の
滞
納
処
理
が
難
し
い
。
以
上
は
審
査

に
考
慮
し
た
。
③
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館

の
債
務
返
済
は
審
査
に
考
慮
し
て
い
な
い
。

　
　
　

土
地
開
発
公
社
の
土
地
を
買
い
上

げ
て
は
。

　
　
　

２
億
３
千
万
円
ほ
ど
必
要
。
簿
価

を
下
げ
て
い
く
中
で
、
販
売
を
考

え
る
。

　
　
　

青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
の
１
億
円

の
債
務
は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
で
き
な
い
か
。

　
　
　

繰
り
入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。
入

館
者
増
を
目
指
す
。

答問答問答

平成21年度 住宅新築資金特別会計決算

　　　井上信一郎

　滞納額が増加傾向にあり、不良債権化しているのでは。
　　　（監査委員）徴収率が31～33％であり、31年度までの回

収はかなり難しい。
　　　98％の償還率であり、すべて償還できるよう努力する。

県下の償還率は92％であり、北栄町は悪くない。

問

答

答

◉DV（家庭内暴力）・児童虐待防止

　　　浜本武代

　現状と対策は。
　　　「同じ服を着ている」、「髪を洗っていない」、「朝食を食べてい

ない」など、ネグレクト（育児放棄）がほとんどである。民生
委員等の定例会で、報告を積み上げて対処していく。

問

答

平
成
21
年
度

健
全
化
判
断
比
率

東園の工業団地

　
　
　

石
丸
美
嗣

問

　
　
　

井
上
信
一
郎

問

　
　
　
　

３
つ
の
施
設
を
１

つ
に
統
合
す
る
こ

と
で
、
運
営
コ
ス
ト
は
下
が

る
だ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
試

算
は
し
て
い
な
い
。
指
定
管

理
者
制
度
に
つ
い
て
は
、
事

例
を
勉
強
す
る
。

答
　
　
　
　

指
名
競
争
入
札
を

実
施
す
る
。
基
本

設
計
と
実
施
設
計
を
予
定
。

答
【
幼
保
一
元
化
施
設
整
備
】

２
４
、５
４
２
千
円

【
子
宮
頚け
い

が
ん
予
防
接
種
】

　

幼
保
一
元
化
を
進
め
た
場

合
の
財
政
効
果
に
つ
い
て
試

算
し
て
い
る
か
。
ま
た
将
来

的
に
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
は
考
え
て
い
る
か
。

　

幼
保
一
元
化
施
設
の
設
計

は
、
ど
う
い
う
入
札
方
法
か
。

ま
た
、設
計
委
託
料
の
内
容
は
。

　

近
隣
の
町
で
進
ん
で
い
る

子
宮
頚
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
助
成
は
し
な
い
の

か
。
今
後
の
予
定
と
助
成
す

る
場
合
の
補
助
率
は
。

　
　
　

石
丸
美
嗣

問
　

６
号
機
の
故
障
の
責
任
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
結
論
は
出

た
か
。

　
　
　
　

町
職
員
を
ふ
る
さ

と
館
に
派
遣
す
る

形
を
と
る
。
２
月
末
に
前
企

画
員
が
辞
職
し
、
募
集
し
た

と
こ
ろ
13
名
の
応
募
が
あ

り
、
適
任
者
が
現
ス
タ
ッ
フ

職
員
で
あ
っ
た
。

答
【
ふ
る
さ
と
館
企
画
員
給
料
】

２
、２
８
０
千
円

　
　
　

前
田
栄
治

問
　

企
画
員
の
給
料
を
、
な
ぜ

一
般
会
計
か
ら
出
す
の
か
。

新
し
い
企
画
員
は
ど
う
い
う

人
か
。

　
　
　
　

ま
だ
メ
ー
カ
ー
か

ら
報
告
書
が
来
て

い
な
い
。
再
三
急
が
せ
て
い

る
が
、
製
造
元
が
結
論
を
出

す
の
で
明
電
舎
に
督
促
す
る
。

答

　
　
　
　

助
成
に
つ
い
て
は

国
の
予
算
に
も
計

上
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
も

新
年
度
か
ら
実
施
で
き
れ
ば

ベ
ス
ト
。 

接
種
費
用
は
全

額
で
４
５
、０
０
０
円
程
度

必
要
と
な
り
、
補
助
率
は
近

隣
市
町
村
と
歩
調
を
合
わ
せ

る
こ
と
に
な
る
。

答 新
提
案
平
成
22
年
度　

風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

　
　
　

前
田
栄
治

問

財産の取得について

消防ポンプ車購入

　第５分団（由良分団）で現在使用し
ているポンプ車が老朽化により、新車
購入が可決されました。指名競争入札
で、契約金額は18,724,650円です。

平成22年
度

一般会計補
正予算新提案
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ここを う問町
政

運
転
免
許
試
験
場
跡
地

奥田　伸行

何
と
か
な
ら
ん
か

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

はは当たり前当たり前

奥
田
伸
行
議
員

奥
田
伸
行
議
員

９月定例会では９人の議員が12問の一般質問を行いました。

前
田
栄
治
議
員
・
阪
本
和
俊
議
員

前
田
栄
治
議
員
・
阪
本
和
俊
議
員

運
転
免
許
試
験
場
跡
地

有
効
活
用
を

ミス続く　下水道・ポリオ・電気料金

前田　栄治

　
　
　
　
　
　
「
地
球
な
く

し
て
世
界
は

な
い
」、
町
長
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
実
に
す
ば
ら
し
い
。
最

近
の
異
常
気
象
を
見
る
と

き
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
の

エ
コ
カ
ー
や
風
車
、
太
陽
光

発
電
で
は
間
に
合
わ
な
い
。

国
内
で
も
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜

巻
な
ど
、
中
国
大
陸
の
環
境

変
化
が
日
本
に
も
影
響
す
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
中
国
大

陸
の
森
林
再

生
が
不
可

欠
。
環
境
の

町
北
栄
町
も

積
極
的
に
参

画
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

阪
本

　
　
　
　
　
　

中
国
大
陸
の

森
林
再
生

は
、
黄
砂
や
酸
性
雨
な
ど
の

防
止
対
策
の
一
つ
で
あ
る
。

町
が
進
め
る
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
は
、
一
般
家
庭
か

ら
出
る
二
酸
化
炭
素
を
少
し

で
も
減
ら
す
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

行
政
ミ
ス
が

重
な
っ
て
い

る
が
、
下
水
道
接
続
調
査
は

ど
う
な
っ
た
か
。
さ
ら
に
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
電
気
料

金
が
１
０
０
万
円
増
加
し
た

要
因
と
対
策
は
。
ポ
リ
オ
の

予
防
接
種
ミ
ス
は
、
３
人
の

職
員
だ
け
処
分
、
他
の
事
に

対
し
て
は
何
も
処
分
な
し
。

　

最
高
責
任
者
と
し

て
給
料
カ
ッ
ト
は
当

た
り
前
で
は
な
い
か
。

前
田

　
　
　
　
　
　

下
水

道
接

続
調
査
は
職
員
が
週

２
日
な
い
し
３
日
の

現
地
調
査
を
行
い
、

８
月
末
ま
で
に
15
件

の
賦
課
漏
れ
を
確
認

町
長

阪本　和俊

答「
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
」

環
境
政
策
は

中
国
に
植
林
を

　
　
　
　
　
　

今
だ
手
つ
か

ず
と
な
っ
て

い
る
素
晴
ら
し
い
土
地
。
ト

イ
レ
が
で
き
、
中
途
半
端
に

コ
ナ
ン
像
が
設
置
さ
れ
た
が

方
向
性
が
見
え
な
い
。
町
民

の
森
で
も
作
り
、
個
人
が
植

樹
し
県
内
外
か
ら
人
が
集
ま

る
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

奥
田

　
　
　
　
　
　

こ
の
跡
地

は
、
町
の
中

央
部
に
位
置
し
、
重
要
な
土

地
（
財
産
）
で
あ
る
。
活
用

策
に
つ
い
て
は
、
拙せ

っ

速そ
く

に
結

論
を
出
す
こ
と
な
く
、
今
後

十
分
な
住
民
合
意
の
形
成
を

図
っ
て
対
処
す
る
。
来
年
度

か
ら
町
民
を
巻
き
込
ん
だ
研

究
委
員
会
を
組
織
し
、
今
後

の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す
る
。

町
長

答「
方
向
性
い
ま
だ
定
ま
ら
ず
」

！

今
の
ま
ま
でで
よ
い
か

よ
い
か

ブロンズ象「はじまりの瞬
と

間
き

」

カ
ッ
ト
し
な
い
の

し
て
い
る
。

　

ポ
リ
オ
に
係
わ
る
職
員
の

処
分
に
つ
い
て
は
、
訓
告
と

口
頭
厳
重
注
意
と
し
た
。　

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
電

気
代
に
つ
い
て
は
、
契
約
に

従
っ
て
の
支
払
い
で
職
員
の

ミ
ス
で
は
な
い
。
今
後
は
危

機
管
理
意
識
の
徹
底
、
前
例

踏
襲
主
義
の
意
識
を
改
革
、

事
務
処
理
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
確
認
強
化
、
再
発
防
止
に

万
全
を
期
し
信
頼
回
復
に
努

め
る
こ
と
が
私
の
責
任
の
取

り
方
。

　

給
料
カ
ッ
ト
は
考
え
て
い

な
い
。

　
さ
み
し
い
な
ぁ
…

　
さ
み
し
い
な
ぁ
…

庁舎駐車場実験施設

議会だより北栄 19号
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ここを う問

議会だより北栄 19号
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答「考えていない」



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

た
全
員
を
正

職
員
と
し
て

採
用
す
べ
き
。

③
文
化
、
情
報
な
ど
の
バ
リ

ア
　

点
字
・
手
話
通
訳
等
が
で

き
る
職
員
の
配
置
を
将
来
的

に
検
討
す
る
と
回
答
し
て
い

る
が
、
現
状
は
。

障
が
い
者
の
た
め

飯
田
正
征
議
員
・
清
水
進
一
議
員

飯
田
正
征
議
員
・
清
水
進
一
議
員

阪
本
和
俊
議
員

阪
本
和
俊
議
員

国
の
予
算

国
の
予
算
1010
％
削
減

％
削
減

　
　
　
　
　
　

政
府
は
各
省

庁
の
予
算
、

一
律
10
％
カ
ッ
ト
を
表
明
し

た
。
３
月
定
例
会
で
「
北
栄

町
の
財
政
は
果
た
し
て
大
丈

夫
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、

「
実
質
公
債
費
比
率
ワ
ー
ス

ト
３
、
将
来
負
担
比
率
ワ
ー

ス
ト
２
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

折
り
込
み
済
み
で
心
配
す
る

必
要
は
な
い
」
と
、
答
弁
さ

れ
た
。
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と

館
の
不
振
な
ど
問
題
は
山

積
。
財
政
力
が
弱
い
本
町
に

阪
本

　
　
　
　
　
　

国
の
一
律

10
％
カ
ッ
ト

は
、「
社
会
保
障
費
と
地
方
交

付
税
を
除
い
た
経
費
を
対
象

と
す
る
」と
な
っ
て
お
り
、「
元

気
な
日
本
を
復
活
す
る
予
算

を
別
枠
で
付
け
る
」
な
ど
全

体
で
は
22
年
度
に
比
べ
て

９
９
．８
％
と
な
り
、０
．２
％

の
削
減
は
致
し
方
無
い
。
国

に
対
し
て
、
町
単
独
で
の
意

見
書
の
提
出
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

公
表
す
べ

き
。
点
数

だ
け
で
は
な
く
、
現
状
分

析
と
そ
の
対
応
を
議
論
す

べ
き
。
そ
れ
ら
を
共
有
し

て
、
み
ん
な
の
力
で
や
っ

て
い
く
こ
と
は
よ
い
。
そ

う
い
う
目
的
が
な
い
と
数

字
が
ひ
と
り
歩
き
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

９
月
17
日
、

臨
時
の
教

育
委
員
会
を
開
催
し
た
。

各
校
毎
の
平
均
正
答
率
、

全
国
・
県
の
正
答
率
の
比

較
を
示
す
こ
と
に
し
た
。

公
表
に
対
し
懸
念
す
る
こ

と
が
３
点
。

・
数
字
が
独
り
歩
き
す

る
。　

・
あ
く
ま
で
も
平
均
正
答

率
で
あ
り
、
数
字
の
見
方

の
面
。

・
子
ど
も
た
ち
や
学
校
の

意
欲
低
下
が
心
配
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　

国
の
少
子

化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
平
成
16
年

度
か
ら
特
定
不
妊
治
療
助

成
事
業
が
始
ま
り
、
県
で

は
２
万
５
千
円
を
上
乗
せ

し
、
年
２
回
５
年
間
助
成

を
し
て
い
る
。
併
せ
て
、

県
中
部
の
市
町
で
も
独
自

に
助
成
を
実
施
し
て
い

る
。
本
町
も
、
誰
も
が
安

心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
整
え
る
た
め
に
支

援
の
拡
充
を
図
る
べ
き
。

清
水

　
　
　
　
　
　

①
物
理
的
バ

リ
ア

　

庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

点
検
結
果
は
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
設
置
の
意
志
は
あ

る
か
。

②
制
度
的
な
バ
リ
ア

　

町
の
障
が
い
者
雇
用
に
係

る
法
定
雇
用
率
は
２
．
１
％

で
あ
る
が
そ
の
状
況
は
。
ま

飯
田

　
　
　
　
　
　

当
事
者
に

と
っ
て
は
、

保
険
の
き
か
な
い
治
療
の
た

め
、
高
額
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
来
年

度
か
ら
上
乗
せ
し
て
助
成
し

た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

①
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
修

繕
と
併
せ
て
庁
舎
を
点
検
し

た
結
果
、
階
段
に
手
す
り
を

設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
、
必

要
性
は
感
じ
る
が
現
在
は
考

え
て
い
な
い
。

　

②
法
律
に
基
づ
き
職
員
を

雇
用
し
て
い
る
。
法
定
雇
用

率
は
今
年
２
．
７
２
％
と

な
っ
て
お
り
、
基
準
を
上

回
っ
て
い
る
。
障
が
い
の
あ

る
職
員
の
採
用
を
今
後
も
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　

③
手
話
が
出
来
る
職
員
の

養
成
は
し
て
い
き
た
い
が
、

時
間
が
か
か
る
。
日
常
の
会

話
程
度
が
で
き
る
職
員
を
つ

く
り
た
い
。

町
長

飯田　正征

答「
考
え
て
い
な
い
」

阪本　和俊

早
い
対
応
を

と
っ
て
死
活
問
題
。
国
に
意

見
書
の
提
出
な
ど
働
き
か
け

を
強
め
る
べ
き
。

　小学６年生の全国共通学力テストの成績があま
り良くない。保護者や地域の方々に事実関係を公表
し、みんなで問題を共有すべき。

学力テスト結果の公表

速
や
か
に
!

行政に期待

答「来年度から実施」

清水　進一

何
と
か
し
て

国国
にに
意
見
書
提
出

意
見
書
提
出
をを

緊急質問

ここを う問

議会だより北栄 19号
2010/10月発行 10

ここを う問

議会だより北栄 19号
2010/10月発行11

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

答「
エ
レ
ベ
ー
タ
の
設
置
無
理
」



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

石
丸
美
嗣
議
員
・
飯
田
正
征
議
員

石
丸
美
嗣
議
員
・
飯
田
正
征
議
員

長
谷
川
昭
二
議
員

長
谷
川
昭
二
議
員

教育費の保護者負担

答「今後検討したい」

答「将来のこどものために」

お
医
者
に
行
く
か
運
動
か

小中学校の遠征費

　
　
　
　
　
　

各
種
の
団

体
、
特
に
ス

ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
団
体
に

積
極
的
な
助
成
を
行
う
べ

き
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
に

は
、や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
。

高
齢
者
に
は
、
健
康
維
持
・

介
護
予
防
・
医
療
費
の
軽
減

に
な
る
。
行
政
と
し
て
の
財

政
支
援
は
当
然
。

石
丸

　
　
　
　
　
　

共
有
し
て
使

用
す
る
教
材

は
必
要
に
応
じ
て
負
担
し
て

い
る
。
学
級
費
、
教
材
費
、

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
が
負
担
す
べ
き
も
の
。
準

要
保
護
者
認
定
基
準
や
補
助

項
目
の
見
直
し
は
、
教
育
委

員
会
と
も
協
議
、検
討
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

文
化
団
体
に

は
10
万
円
か

ら
40
万
円
程
度
の
補
助
金
を

出
し
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
者
の
グ
ル
ー
プ
に
は
出

町
長

　
　
　
　
　
　

開
催
地
が

県
内
の
場

合
は
無
し
、
県
外
で
も

７
０
０
０
円
し
か
支
給
さ

れ
て
い
な
い
。
県
内
の
他

市
町
村
と
同
様
に
本
町
も

全
額
支
給
と
す
べ
き
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
　

県
内
で
開

催
さ
れ
る

場
合
や
、
県
外
で
の
宿
泊
費

に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
負
担

が
大
き
い
場
合
な
ど
を
勘
案

し
、
大
会
の
会
場
・
日
程
・

開
催
要
項
等
を
十
分
に
検
証

し
見
直
す
。

教
育
委
員
長

飯田　正征

石丸　美嗣

し
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
の
運
営
は
、
ス
タ
ッ

フ
に
少
額
を
支
払
っ
て
い

る
。
来
年
度
の
郡
民
体
育
大

会
の
補
助
金
は
増
額
す
る
。

積
極
的
に
!!

長谷川　昭二

答「
郡
体
補
助
金
な
ど
増
額
」

全額支給を全額支給を

就学援助制度

や
る
気
を

将
来
が
不
安

　
　
　
　
　
　

憲
法
に
保
障

さ
れ
た
義
務

教
育
無
償
を
現
実
の
も
の
と

す
る
た
め
に
、
保
護
者
負
担

の
解
消
と
と
も
に
準
要
保
護

基
準
を
見
直
し
、
就
学
援
助

の
拡
充
を
図
る
べ
き
。

長
谷
川

！

　
　
　
　
　
　
　

町
長
と
も

協
議
し
な

が
ら
、
認
定
基
準
を
検
証
し

て
い
く
。
準
要
保
護
者
に
対

す
る
就
学
援
助
の
内
容
項
目

に
学
級
費
、
教
材
費
等
を
加

え
る
か
検
討
。

教
育
委
員
長

ここを う問

議会だより北栄 19号
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ここを う問
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農
業
委
員
会

農
業
委
員
会
の
あ
り
方

建議書建議書にどう対処
農業の町・北栄町

　
　
　
　
　
　

①
ス
イ
カ
の

東
京
進
出
を

目
指
し
た
予
算
が
承
認
さ
れ

た
。
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。

　

②
農
業
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
建
議
書
へ
の
対
応
は
。

前
田

　
　
　
　
　
　

①
市
場
関
係

者
の
都
合
に

よ
り
、
東
京
で
の
販
売
促
進

は
で
き
な
か
っ
た
。

　

②
農
業
振
興
条
例
は
、
策

定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
た

い
。農
業
振
興
基
本
計
画
は
、

「
町
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

中
に
も
、
大
き
な
柱
と
し
て

位
置
づ
け
る
。
主
力
農
産
物

の
生
産
振
興
、
農
地
集
積
の

推
進
、
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
、
農
商
工
連
携
や
六
次
産

業
化
で
北
栄
町
の
特
産
物
の

P
R
な
ど
、
砂
丘
地
農
業
の

振
興
を
後
押
し
す
る
。

町
長

小地域懇談会へ参加を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
？山下　昭夫

浜本　武代

前田　栄治

未
来
が
な
い

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

前
田
栄
治
議
員

前
田
栄
治
議
員

浜
本
武
代
議
員
・
山
下
昭
夫
議
員

浜
本
武
代
議
員
・
山
下
昭
夫
議
員

　
　
　
　
　
　

近
頃
、
管
理

の
行
き
届
か

な
く
な
っ
た
農
地
が
多
く
見

受
け
ら
れ
、
農
業
振
興
地
域

の
解
除
と
地
目
の
早
期
変
更

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
戦

後
65
年
が
経
過
し
、
町
の
農

業
振
興
と
と
も
に
農
業
委
員

会
の
在
り
方
も
変
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

山
下

　
　
　
　
　
　

人
権
同
和
教

育
小
地
域
懇

談
会
は
、
昭
和
49
年
か
ら
全

自
治
会
が
開
催
し
、
行
政
・

学
校
・
町
民
が
一
体
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
る
歴
史
の
あ

る
人
権
学
習
。

　

部
落
差
別
の
歴
史
か
ら
人

権
の
大
切
さ
を
学
び
、
一
人

ひ
と
り
が
相

手
の
立
場
に

な
っ
て
行
動

し
、
支
え
合

え
る
北
栄
町

に
な
る
よ
う

参
加
者
増
加

に
向
け
た
啓

発
の
取
り
組

み
を
。

浜
本

　
　
　
　
　
　

高
品
質
の
農

産
物
を
生
産

し
、
経
営
能
力
を
磨
き
、
積

極
的
な
販
路
開
拓
や
新
た
な

販
売
方
法
を
模
索
し
、
農
商

工
連
携
や
六
次
産
業
化
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

遊
休
農
地
は
、
斡
旋
を
進

め
な
が
ら
、
解
消
に
向
け
て

補
助
を
行
う
。

　

条
件
が
悪
い
農
地
は
、
農

振
地
域
か
ら
除
外
す
る
等
の

措
置
を
検
討
。

町
長

答「
専
門
委
員
会
の
充
実
で
」

　
　
　
　
　
　
　

各
自
治
会

の
実
態
に

合
わ
せ
、
ビ
デ
オ
や
講
演
だ

け
で
な
く
、
参
加
者
の
学
習

や
交
流
研
修
も
組
み
入
れ
、

充
実
を
図
っ
て
い
く
。
参
加

者
が
増
え
る
新
た
な
工
夫
も

考
え
、
学
習
方
法
や
内
容
を

大
幅
に
見
直
す
こ
と
も
必
要
。

教
育
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

改
正
さ
れ

た
農
地
法

等
の
研
修
を
進
め
、
３
つ
の

委
員
会
の
活
動
の
充
実
を
図

る
。

　

農
地
の
集
積
等
、
い
っ
そ

う
の
農
地
管
理
を
図
る
。
ま

た
、
鳥
取
大
学
か
ら
講
師
を

招
き
講
演
や
意
見
交
換
を
行

い
、
農
地
や
農
業
問
題
に
取

組
む
こ
と
も
予
定
。

農
委
会
長

ここを う問

議会だより北栄 19号
2010/10月発行 14

ここを う問

議会だより北栄 19号
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答「新たな試みを」

答「今後の計画に反映」



議会だより北栄 19号
2010/10月発行 16

委
員
会
調
査
研
究
報
告

議会だより北栄 19号
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和
歌
山
県
美
浜
町
立

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園

   

幼
稚
園
２
・
保
育
園
２
の
施

設
で
幼
児
教
育
、
保
育
事
業
を

実
施
し
て
い
た
が
、
老
朽
化
と

狭
少
の
た
め
に
支
障
を
き
た

し
、
保
育
に
対
す
る
要
望
も
多

様
化
し
平
成
14
年
か
ら
検
討
さ

れ
18
年
９
月
事
業
費
７
億
９
千
万

円
で
建
設
。
定
員
２
９
６
人
に

対
し
て
入
園
者
１
９
３
人
。
維

持
管
理
費
が
大
幅
に
増
大
し
た
。

和
歌
山
県
橋
本
市
立

高
野
口
こ
ど
も
園

　

幼
稚
園
１
・
保
育
所
４
施
設

を
統
合
し
、現
在
１
３
６
人（
定

員
１
９
６
人
）
が
入
園
し
て
い

る
。
施
設
の
運
営
管
理
は
常
に

利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、
効
率

的
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
管
理
運
営
を
指

定
管
理
者
に
委
託
し
て
い
る
。

総
事
業
費
５
億
円
。

①
認
定
こ
ど
も
園（
幼
保
連
携
型
）の
取
り
組
み

②
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
所
型
）
の
取
り
組
み

所　

感

　

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
は
２
階

建
て
の
施
設
で
、
防
災
面
、
避

難
設
備
な
ど
十
分
な
配
慮
が
さ

れ
て
い
た
が
、
維
持
管
理
費
が

大
幅
に
増
大
し
た
。
高
野
口
こ

ど
も
園
は
、
指
定
管
理
者
に
委

託
し
、
経
費
が
１
億
円
程
度
軽

減
で
き
た
。
職
員
の
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
や
職
員
の
意
識

改
革
な
ど
、
わ
が
町
で
も
見
習

う
点
で
あ
る
。

教育民生 幼保一元化広報広聴 議会報告会

園児に好評の送迎バス

橋本市高野口こども園 研修

熊取町議会での研修

調査研究しました

今後の運営に反映 経費はやり方次第

タイムレース４位入賞

議会もアツく!!北栄の
アツい夏

位入賞
アイス屋さん大盛況

　

８
月
１
日
、
夏
の
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
中
で
開
催
さ
れ
た
由
良
川
イ

カ
ダ
レ
ー
ス
大
会
に
、
今
年
も
議
会

チ
ー
ム
「
Ｈ
・
Ｋ
・
Ｇ
（
ハ
リ
キ
リ

ギ
カ
イ
）
15
号
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
議
会
号
は
、
我
が
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
る
風
車
の
模
型
（
な

ん
と
！
高
さ
４
ｍ
）
を
、
議
員
15
人

全
員
が
協
力
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

イ
カ
ダ
に
は
、
７
人
の
議
員
が
乗

り
込
み
、
議
場
で
の
パ
ワ
ー
を
オ
ー

ル
に
込
め
、
暑
さ
に
負
け
ず
一
生
懸

命
漕
ぎ
ま
し
た
。　

そ
の
結
果
、
タ

イ
ム
レ
ー
ス
で
４
位
、
ア
イ
デ
ア
賞

５
位
の
ダ
ブ
ル
受
賞
の
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。

　８月22日に開催された北栄砂丘まつりにアイ
スクリーム屋さんを出店しました。開店から多く
の子どもたちが詰めかけ大盛況。ガラポンで当た
りが出たらもう一個！当たりの鐘に子どもたちも
大喜びでした。
  約400食のアイスクリームはフィナーレの花火
とともに完売しました。

水
面
を
駆
け
る
ハ
リ
キ
リ
ギ
カ
イ
15
号

由
良
川
イ
カ
ダ
レ
ー
ス

アイス売り上げ
北栄砂丘まつり出店 記録更新!!

兵
庫
県
佐
用
町

　

広
報
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

で
あ
る
と
い
う
視
点
で
、
住

民
の
き
ず
な
や
地
域
の
誇
り

を
大
事
に
し
た
特
集
記
事
に

取
り
組
む
編
集
姿
勢
は
す
ば

ら
し
く
、
確
か
な
編
集
方
針

を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

大
阪
府
熊
取
町

　
「
住
民
に
開
か
れ
た
、
信

頼
さ
れ
る
議
会
」
を
め
ざ
す

た
め
、
自
治
会
単
位
で
報
告

会
を
開
催
し
て
い
る
。
自
治

会
へ
の
事
前
の
協
力
要
請
や

報
告
会
の
運
営
に
つ
い
て
協

議
を
行
う
な
ど
、
住
民
の
立

場
で
報
告
会
が
実
施
さ
れ
、

多
く
の
参
加
者
を
得
て
い
る
。

  

「
班
編
成
に
よ
る
報

告
会
の
実
施
で
全
議

員
が
役
割
を
担
う
こ

と
に
よ
り
、
議
員
と

し
て
の
自
覚
が
高
ま

り
、
議
会
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

こ
と
は
、
北
栄
町
議

会
の
め
ざ
す
方
向
と

も
一
致
し
て
い
る
。

①
「
広
報
さ
よ
う
」
の
編
集

②
議
会
報
告
会
の
運
営
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表
紙
写
真

砂
丘
ま
つ
り
議
員
の
店
に
て

「
笑
顔
の
素
敵
な
あ
な
た
」

   

８
月
22
日
撮
影

　

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
上

手
に
な
ら
な
い
パ
ソ
コ
ン

操
作
。
四
苦
八
苦
の
毎
日

で
す
。
誰
か
助
け
て
く
だ

さ
い
、
な
ん
て
弱
音
を
吐

き
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
み
ん
な
の
協
力
で
何

と
か
完
成
。
日
本
一
に

な
っ
た
14
号
に
は
ま
だ
ま

だ
で
す
が
、
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

頑
張
り
ま
す
。

 

井
上
信
一
郎

◎
11
月
２
日（
議
会
運
営
）

　
　

兵
庫
県
香
美
町
議
会

◎
11
月
11
日（
議
会
運
営
）

　
　

愛
媛
県
内
子
町
議
会

◎
11
月
12
日
（
広
報
）

　
　

兵
庫
県
播
磨
町
議
会

　
　

徳
島
県
勝
浦
町
議
会

全
国
各
地
か
ら
、

ま
だ
ま
だ
視
察
殺
到
で
す
。

編

後
集

記

わたしも一言
　

Ａ
さ
ん　

テ
レ
ビ
で
見
る

議
会
放
送
は
、
迫
力
が
あ
っ

て
大
好
き
で
す
。

　

Ｂ
さ
ん　

定
例
会
は
、
い

つ
も
傍
聴
席
が
満
席
に
な

る
も
の
と
想
像
し
て
い
た
の

に
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の

で
驚
き
ま
し
た
。
誰
か
が
傍

聴
に
行
く
だ
ろ
う
と
無
関
心

だ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い

ま
す
。
町
民
の
代
表
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
議
員
に
対
し
、

も
っ
と
関
心
を
寄
せ
て
、
多

く
の
町
民
が
傍
聴
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
し
た
。
関
心
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
、
満
席

に
な
れ
ば
、
行
政
、
議
会
も

丁ち
ょ
う
ち
ょ
う
は
っ
し

々
発
止
の
論
戦
で
活
気
あ

る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｃ
さ
ん　

議
員
さ
ん
の
明

朗
闊か
っ

達た
つ

な
質
疑
に
対
し
、
町

執
行
部
の
応
答
の
声
は
小
さ

く
、
明
確
な
答
弁
が
な
く
残

念
に
思
い
ま
し
た
。
口
先
だ

け
の
弁
解
で
は
な
く
、
確
信

の
あ
る
力
強
い
声
で
応
答
を

望
み
ま
す
。

　

Ｄ
さ
ん　

空
席
の
目
立
つ

傍
聴
席
を
見
て
、
議
会
と
行

政
に
対
す
る
町
民
の
意
識
の

低
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
日
常

生
活
に
関
す
る
身
近
な
事
柄

が
多
く
質
疑
さ
れ
て
お
り
、

議
員
と
行
政
の
や
り
取
り

に
自
然
と
引
き
こ
ま
れ
ま
し

た
。
議
員
の
意
見
が
生
か
さ

れ
、
行
政
の
方
針
が
決
定
さ

れ
る
場
で
あ
る
と
感
じ
、
議

会
へ
の
理
解
を
深
め
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
傍
聴
者
が
参
加
す
る
こ
と

で
、
議
会
の
刺
激
と
な
り
活

性
化
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

迫
力
あ
っ
て
大
好
き
―
由
良
宿
１
区

 

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
―

編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長　

池
田　

捷
昭

委
員
長　

長
谷
川
昭
二

副
委
員
長　

石
丸　

美
嗣

委　

員　

青
亀　

恵
一

　
　
　
　

津
川　

俊
仁

　
　
　
　

井
上
信
一
郎

　
　
　
　

奥
田　

伸
行

次の定例会は12月です。

傍聴・ご意見お待ちしています

待
っ
と
る
で
ぇ
〜

待
っ
と
る
で
ぇ
〜

－由良川下流からの眺め（瀬戸方面）平成22年10月－
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　9月定例会は14日から24日まで開かれ、平成21年度決算と平成22年度補正予算などが　9月定例会は14日から24日まで開かれ、平成21年度決算と平成22年度補正予算などが
審議されました。最終日に議案の採決が行われ、平成21年度一般会計決算は同和対策費の審議されました。最終日に議案の採決が行われ、平成21年度一般会計決算は同和対策費の
部落解放同盟への補助金支出について問題があるとして、反対多数で不認定となりました。部落解放同盟への補助金支出について問題があるとして、反対多数で不認定となりました。

補助金の使い方

反
対 

討
論

 

長
谷
川
昭
二

　

第
一
に
、
地
域
や
人
を
特

定
し
て
施
策
の
対
象
と
す
る

こ
と
自
体
が
、
同
和
問
題
の

解
決
に
逆
行
す
る
。
一
運
動

団
体
で
あ
る
部
落
解
放
同
盟

へ
の
、
使
用
目
的
に
限
定
の

無
い
補
助
金
支
出
は
問
題
。

 
 

青
亀
恵
一

　

審
議
の
過
程
で
、
決
算
時

に
は
明
白
で
は
な
か
っ
た
補

助
金
交
付
団
体
の
不
適
切
な

支
出
等
が
、
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
関
係
者
か
ら
の
指
摘
が

あ
り
な
が
ら
、行
政
当
局
は
、

調
査
す
る
姿
勢
も
な
く
、
責

任
感
の
薄
い
対
応
で
あ
る
。

　

こ
の
決
算
に
は
、
重
大
な

瑕か

疵し

が
存
在
す
る
。

  

山
下
昭
夫

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の

参
考
人
か
ら
部
落
解
放
同
盟

の
会
計
処
理
の
中
で
、
①
領

収
書
未
添
付
の
も
の
が
あ

る
。
②
航
空
運
賃
の
支
払
い

で
搭
乗
券
が
領
収
書
代
わ
り

に
使
っ
て
あ
る
。
③
現
金
出

納
簿
が
な
い
。
④
そ
の
他
不

適
切
な
処
理
が
あ
る
。
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
補
助
金
が

適
正
に
執
行
・
処
理
さ
れ
て

い
る
と
到
底
思
わ
れ
な
い
。

 

飯
田
正
征

　

補
助
金
交
付
団
体
に
、
予

算
の
不
正
使
用
が
あ
る
た

め
、
決
算
に
問
題
が
あ
る
。

 

 

石
丸
美
嗣

　

団
体
関
係
者
か
ら
不
正
な

会
計
処
理
を
自
ら
改
革
し
な

け
れ
ば
と
、
教
育
委
員
会
に

６
回
も
相
談
が
あ
っ
た
の

に
、
適
確
な
対
応
を
し
な

か
っ
た
。　

改
革
の
芽
を
摘

む
よ
う
な
行
政
対
応
は
許
さ

れ
な
い
。
全
国
集
会
等
で
の

他
町
の
人
へ
の
派
遣
費
の
支

出
は
適
正
な
処
理
で
は
な
い
。

賛
成 

討
論

 

前
田
正
雄

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
健
全
財
政
に
努
め
た
。

事
業
仕
分
け
の
実
施
、
指
定

管
理
者
の
導
入
な
ど
高
く
評

価
で
き
る
。
同
和
対
策
費
の

補
助
金
使
途
に
つ
い
て
は

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
考
え

る
べ
き
。団
体
で
決
議
さ
れ
、

町
の
監
査
も
承
認
さ
れ
て
い

る
。
現
時
点
で
は
判
断
し
か

ね
る
問
題
で
あ
り
、
決
算
不

認
定
の
理
由
に
は
あ
た
ら
な

い
。

 

井
上
信
一
郞

　

一
方
の
意
見
だ
け
で
判
断

す
る
の
は
早
計
。
他
方
の
意

見
も
聞
き
、
判
断
す
べ
き
。

明
朗
か
不
明
朗
か
は
、
今
後

実
施
さ
れ
る
調
査
結
果
を
待

つ
べ
き
。
現
時
点
で
不
認
定

と
す
る
状
況
に
な
い
。

　

町
補
助
金
支
出
は
、
交
付

規
則
に
町
内
者
に
限
定
す
る

条
項
は
な
い
。「
町
費
は
町

民
の
た
め
だ
け
に
」
と
い
う

考
え
で
は
、
今
後
の
運
営
に

支
障
を
き
た
す
事
業
も
出
て

く
る
。

異
議
あ
り
補
助
金
支
出
１
８
１
万
円

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
・
今
後
の
調
査
待
つ
べ
き

賛成 ６
前
田　

正
雄

井
上
信
一
郞

清
水　

進
一

津
川　

俊
仁

浜
本　

武
代

宮
本　

幸
美

反対 ８
長
谷
川
昭
二

青
亀　

恵
一

山
下　

昭
夫

飯
田　

正
征

石
丸　

美
嗣

奧
田　

伸
行

前
田　

栄
治

阪
本　

和
俊

平成21年度
一般会計決算 不認定
こんな事業も
やりました

（単位：万円）

○ ケーブルTVデジタル設備導入   1,234
○ 町民プール解体（由良・大誠）   1,527
○ 歴史民俗資料館整備   1,182
○ 大栄小学校トイレ改修   1,030
○ 北条小学校太陽光発電導入   2,934

○ 町長、町議会議員選挙費   1,051
○ コナンの里づくり（トイレ）   1,424
○ 定額給付金   2,788
○ 緊急雇用創出   2,689
○ ふるさと雇用再生特別基金   3,015
○ 公債費元利   90,638

北条小屋根の太陽光発電パネル

各会計の歳入歳出決算額
会　　計 歳入額 歳出額 実質収支

一般会計 778,581 753,986 20,148

主
な
特
別
会
計

国民健康保険 185,587 180,123 5,463

介護保険 145,026 144,973 52

住宅新築資金等貸付 1,408 1,408 －2,557

下 水 道 187,617 188,727 －1,248

農業集落排水 1,837 1,837 0

風力発電 28,063 2,747 58

合併処理浄化槽 297 303 －6

大栄歴史文化学習館 3,653 3,388 265

後期高齢者医療 13,733 13,700 33

単位：万円

大栄小のトイレ改修

町税
（17.7%）

地方交付税（40.9%）

使用料及び手数料（2.0%）

国庫支出金（10.9%）

県支出金
（6.3%）

繰越金
（2.0%）

町債（借金）
（9.8%）

議会費（1.2%）

総務費
（18.7%）

民生費
（23.5%）

衛生費
（5.4%）

農林水産業費（4.9%）

商工費
（0.9%）

土木費
（11.9%）

消防費（3.3%）

教育費（15.5%）

公債費（借金の返済）
（14.7%）

地方消費税交付金（1.7%）諸収入（5.1%）

一般会計歳入歳出の状況

歳　入歳　入
（入ったお金）（入ったお金）

歳　出歳　出
（使ったお金）（使ったお金）

バツバツ

起
立
採
決
の
様
子
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